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〔論文〕
『安息、日規定』再考－ (1) 
木内伸嘉
モーセ五書中の安息日の規定は，キリスト教徒に様々な問題を投げかけてい
る。安息日規定と日曜日との関係，十戒の第4戒である安息日規定と主イエ
ス・キリストの安息日における癒しとの関係，ひいては律法と福音との関係，
そして安息日とメシヤ思想、との関係など，旧新両約聖書にかかわる重要な問題
を提示している（九それだけに，個々の関連テキストに対し厳密な解釈と考証
がなされなければならないことは言うまでもない。
十戒における安息日規定そのものをとっても，問題は決して単純ではない。
とりわけ，十戒の第4戒に位置するということから，その規定は十戒研究との
かかわりなしで観ることが出来ない面もある。例えば，出エジプト記側の十戒
と申命記側の十戒のテキストの主要な相違点が，第4戒の安息日規定に多くみ
られることもあり，学者の関心が，第4戒のオリジナルな形式に，あるいは，
安息日の歴史的変遷とのかかわりという観点から両テキストの成立過程に注が
れてきた傾向があるω。このようなアプローチは，それ自体否定されるべきも
のではないが，歴史的発展という前提をもってテキストに近づくとき，そのテ
キストそのものが言わんとする重要なことが見落とされたり，過少評価された
り，あるいは，無視されたりすることがある。まずは，十戒の第4戒のテキス
トを今ある形で解釈する必要がある。というのも，安息日規定は，従来， 「休
息」という観点からのみ観られ，安息日を「聖別する」という側面に十分な注
意が払われなかった傾向があるように思われるがへそれは，テキストに対す
るアプローチにも問題があると思われるからである。
以下の考察では，規定のなかの「聖別するjという側面に強調を置き，特に，
今回は，出エジプト記20章8-11節に焦点をあてて考えてみることにするぺ
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